
 6月給食だより 
 

 

私たちが生きていく上で欠かすことのできない「食べる」こと。毎日を元気に生き生きと暮らすためには、

何をどのように食べるかがとても重要です。また、これからも安心して食料を得られるように、未来へつなが

る「食」について考えていくことも大切です。６月は国が定める「食育月間」です。食べることをあらためて

見直し、できることから取り組んでみませんか？ 

◆自分の健康のためにできること・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

   

◆食の未来のためにできること・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

   

 

 

 

６月１日は「牛乳の日」、６月は「牛乳月間」です。牛乳や乳製

品のことについて、理解を深める機会にしましょう。 

 

 

それは、牛乳に多く含まれる「カルシウム」をしっかりとっ

てほしいからです。カルシウムは、骨や歯をつくる材料にな

り、そのほかにも筋肉を動かしたり、けがをしたときに血を

止めたりする大事な働きをしています。そして骨にたくわえ

られるカルシウムの量は、小学生のころから急激に増え、20

歳ごろまでにほぼ決まります。この大切な時期に、毎日続け

てカルシウムをとることで、じょうぶな体がつくられます。 

コラボ給食 withブルガリア共和国 

今年度初回のコラボ給食は、ブルガリア共和国です。献立は「ムサカ」と「ボブチョルバ」です。ムサカは

野菜料理で、国や地域によって具材や味付けが異なります。ブルガリアのムサカの特徴は、ヨーグルトが使わ

れていることです。ボブチョルバはブルガリア語で、「ボブ」は豆、「チョルバ」はスープを意味します。コラ

ボ給食を通じて、世界の食文化へ触れてみてください。 
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